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広島県内 直轄事務所のi-Constructionの取り組み



広
島

県
i-

C
o

n
st

ru
ct

io
n
推

進
連

絡
会

○
広

島
県
内
、
国
土
交
通
省
６
事
務
所
（
広
島
国
道
事
務
所
、
福
山
河
川
国
道
事
務
所
、
三
次
河
川
国
道
事
務
所
、

太
田
川
河
川
事
務
所
、
広
島
西
部
山
系
砂
防
事
務
所
、
広
島
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
）
で
ＩＣ

Ｔ
活
用
工
事
を
実
施
。

○
平

成
２
８
年
度
か
ら
、
ＩＣ

Ｔ
活
用
工
事
（
土
工
）
を
実
施
。

○
今

年
度
か
ら
全
面
着
手
。
（
切
り
盛
り
土
量
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
、

IC
T
活
用
工
事
が
実
施
可
能
な
工
事
と
し
て
発
注
。
）

広
島

県
内

直
轄

６
事

務
所

の
IC

T
活

用
工

事
実

施
状

況

●
発
注
者
指
定
型

：
ＩＣ

Ｔ
活
用
が
必
須
の
工
事

●
施
工
者
希
望
Ⅰ
型
：
入
札
者
が
ＩＣ

Ｔ
活
用
を
希
望
す
る
と
総
合
評
価
加
算
点
が
与
え
ら
れ
る
方
式

●
施
工
者
希
望
Ⅱ
型
：
工
事
契
約
後
に
施
工
者
の
希
望
に
よ
り
ＩＣ

Ｔ
活
用
す
る
工
事

※
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も

IC
T
活
用
工
事
に
必
要
な
経
費
を
計
上

令
和

元
年

6
月

末
時

点

公
告

件
数

0
3

9
1
2

内
、
活

用
工

事
件

数
0

3
7

1
0

公
告

件
数

2
6

1
2

2
0

内
、
活

用
工

事
件

数
2

6
7

1
5

公
告

件
数

0
1
9

5
2

7
1

内
、
活

用
工

事
件

数
0

1
4

1
2

2
6

協
議

中
0

2
2
0

H
3
0

2
2

5
3
%

ＩＣ
Ｔ
土

工

H
2
8

8
3
%

H
2
9

7
5
%

年
度

工
種

段
階

協
議

中

ＩＣ
Ｔ
実
施

状
況

発
注

者
指

定
型

施
工
者

希
望

Ⅰ
型

施
工

者
希

望
Ⅱ

型
合

　
計

実
施

率

件
数

は
公

告
年
度

ベ
ー
ス
：当

該
年
度

に
公
告

し
て
、
契

約
し
た
工

事
数

協
議

中
：
年

度
末

公
告

で
今

年
度

契
約
工

事
な
ど
、
ＩＣ

Ｔ
施

工
を
実

施
す
る
し
な
い
が
、
ま
だ
確
定

し
て
い
な
い
工

事
H
30
実

施
率

：
令

和
元

年
6月

末
で
の

協
議

中
工
事

を
除
く
率

26
/(
71
‐2
2)
=0
.5
31
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広
島

県
i-

C
o

n
st

ru
ct

io
n
推

進
連

絡
会

ＩＣ
Ｔ
活
用
工
事
・
業
務
各
種
資
料
、
実
施
状
況

取
組

Ｐ
Ｒ
画
像

※
上

記
の

表
示

を
交

互
に
繰

り
返

し
て
い
る
バ

ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク

こ
れ
は
中
国
地
方
整
備
局
の

Ｈ
Ｐ
で
す

※
こ
の
ペ
ー
ジ
で
、
ＩＣ

Ｔ
活
用
工
事
・業

務
の
各
種
資
料
が
確
認
で
き
ま
す
。
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●精度：点群データによる出来形管理のため、細かな精度での現場管理が可能となった。
●施工：丁張りが不要なのは良いが、掘削初期は念のため確認測量を行った。

又、狭隘な作業場では法面に対して正面から掘削できない箇所が発生し、重機オペレーター
の練度が必要である。

●品質：転石や岩盤等により、出来形のばらつきが発生し、切土の修正作業に時間を要す。
●安全：測量作業の大幅減から、人と重機の接触事故の危険頻度は低減。一方重機オペレータが

運転席内モニターの画面に集中し、周囲の安全確認が疎かになることについて、ＫＹ活動等に
よる安全教育の徹底が必要である。

●その他：今後の課題として、若手技術者がICT技術を利用できるように教育が必要である。

広島県三原市

木原道路内畠第７改良工事
きはら うちばたけ

○ ICT技術の活用により、出来形精度の向上及び工期の短縮を実現化。
・ICT施工により、品質の向上と、施工日数の短縮を確認。
・施工箇所での測量頻度を低減させて、人員不足を解消。
・ICT普及・促進・育成を目的に、ICT施工の現場見学会を実施。

ICT掘削工・法面整形 ICT路体盛土・法面整形

⼯ 種：ICT⼟⼯（掘削）
施⼯数量：掘削 約11,800ｍ３

法⾯整形 約 2,220m２

発注者：福⼭河川国道事務所
受注者：⼭陽建設（株）

出来高計測

現場の声（山陽建設㈱）

週休2日制を行いながら従来技術から施工日数２０日、人員４０人程度を短縮・削減。
測量（起工・施工時・出来形） 従来 20日・40人  ICT 7日・7人へ
掘削・法面整形（機械施工） 従来 120日・120人  ICT 80日・80人へ

切土施工完了後、短時間で
出来形計測可能。測量補助
員の立入が不要になり早期
に次工程への展開が可能。

※内畠第7改良工事
植生マット施工位置の法面整形

ICTバックホウ_MGシステム取付

若手技術者や学生を対象とした現場見学会の実施

ＩＣＴ施工の概要説明（座学）

効果

ＩＣＴ建機モニター確認

○最新技術であるICT 建機マシンガイダンスバックホウの操作の様子を見させて頂き感動しました。
丁張を設置する必要がないので、作業時間の短縮や安全面の向上が見込まれると思いました。
（大学３年生）

○土木工事で、こんなすごい技術があることに驚きました。（大学３年生）

ＩＣＴ建機施工状況確認

法面整形中
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広
島
県
三
原
市
三
原
地
区
航
空
レ
ー
ザ
測
量
外
業
務

●
測
量
分
野
（
測
量
方
法
）
：
U
A
V
レ
ー
ザ
計
測

●
地
域
・
地
形
区
分
：
道
路

作
業
量
：
0
.1
2
km

2

●
U
A
V
計

測
に
よ
り
計

測
か

ら
2
週

間
で
デ
ー
タ
作

成
（
オ
リ
ジ
ナ
ル

デ
ー
タ
作

成
）

●
航

空
レ
ー
ザ

測
量

で
は
6
点
/㎡

程
度

の
点

密
度

に
対

し
、
U
A
V
レ
ー
ザ

で
は
6
0
0点

/㎡
程

度
と
高

密
度

な
点

群
が

取
得

で
き
、
詳

細
な
地

形
把

握
が

可
能

●
課

題
：
対

象
範

囲
２
ｋ
ｍ
以

上
と
広

範
囲

と
な
る
と
作

業
効

率
が

低
下

受
注
者
の
声

計
測

状
況

及
び
U
A
V
機

器

位
置

図

高
密

度
な
点

群
デ
ー
タ
を
取

得

点
群

デ
ー
タ
よ
り
任

意
の

断
面

取
得

が
可

能

U
A
V
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
り
対
象
区
域
の
3
次
元
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
。
計
測
に
際
し

て
の
精
度
及
び
計
測
仕
様
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

①
標
高
精
度
：
1
0
cm

（
標
準
偏
差
）

②
計
測
点
密
度
：
2
0
0
点
/㎡

以
上
（
1
0
0
点
/㎡

以
上
で
地
図
情
報
レ
ベ
ル
1
0
0
0
）

発
注
者
：
中
国
地
方
整
備
局
福
山
河
川
国
道
事
務
所

受
注
者
：
株
式
会
社
パ
ス
コ
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広
島

県
福

山
市

福
山

道
路
外
設

計
業

務
発
注
者
：
中
国
地
方
整
備
局
福
山
河
川
国
道
事
務
所

受
注
者
：
株
式
会
社
ウ
エ
ス
コ

○
業
務
内
容
：
道
路
詳
細
設
計
（
A)

L=
2.
6k
m、

土
工
の
3次

元
設
計

L=
1.
8k
m、

平
面
交
差
点
詳
細
設
計

N=
1箇

所
○
発
注
方
式
：
BI
M/
CI
M活

用
業
務
（
受
注
者
希
望
型
）

○
活
用
項
目
：
可
視
化
に
よ
る
早
期
合
意
形
成
の
実
現
、
施
工
段
階
で
の
CI
Mモ

デ
ル
の
効
率
的
な
活
用
、
他

1
)
可

視
化
に

よ
る
早

期
合
意
形

成
の

実
現

作
成

し
た

道
路
3
次

元
モ
デ

ル
（

詳
細

度
1
00
）

か
ら
作

成
し

た
イ

メ
ー
ジ

動
画
を
、

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
や
事

業
説
明
会

で
使

用
し

、
合
意

形
成
の
迅

速
化

を
図

る
。

2
)
施

工
段
階

で
の
C
I
M
モ
デ
ル

の
効

率
的

な
活
用

土
工

の
3
次

元
モ

デ
ル
に
よ

り
、

用
地

取
得
ス

テ
ッ
プ
を

考
慮

し
た

精
度
の

高
い
段
階

切
土

計
画

の
実
現
を

図
る
。

現
況

地
形

サ
ー
フ

ェ
ス
と
計

画
サ

ー
フ

ェ
ス
を

重
ね
る
こ

と
で

、
土

工
数
量

を
自
動
的

に
算

出
で

き
、
P
M
工

程
作
成

の
効

率
化

を
図
る

。

【
動
画

：
鳥

瞰
映

像
】

【
図

1.
位

置
図

】
【

動
画

：
走

行
映

像
】

【
画
像

1
.

3
D施

工
ス

テ
ッ
プ

画
像

】
【

画
像

2
.

土
量

自
動

算
出
画

像
】

受
注
者
の
声

●
効

率
化

：
3
次
元
モ
デ
ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
平
均
断
面
法
に
よ
る
土
量
算
出
に

比
べ

、
作

業
を

短
縮

で
き

た
。

●
協

議
：
イ
メ
ー
ジ
動
画
を
見
せ
る
こ
と
で
、
I
C
な
ど
複
雑
な
道
路
構
造
を
分
か
り
や
す
く

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

●
照

査
：
用
地
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
３
次
元
モ
デ
ル
で
瞬
時
に
確
認
で
き
、
照
査
作
業
の
効
率

化
が

図
れ

た
。
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広
島
西
部
山
系
砂
防
事
務
所
に
お
け
る
IC
T
取
り
組
み
状
況

○
砂
防
堰
堤
工
事
に
お
い
て
、
基
礎
掘
削
時
に
IC
T
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
業
の
効
率
化
を
実
施

○
掘
削
形
状
が
可
視
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
丁
張
り
が
不
用
に
な
る
こ
と
に
よ
る
省
力
化
、
手
戻
り
の
防
止
が
図
れ
た

○
ＩＮ

Ｓ
Ｅ
Ｍ
構
造
の
砂
防
堰
堤
で
材
料
の
敷
均
し
に
も
活
用
。
小
型
Ｂ
Ｈ
に
ＩＣ

Ｔ
機
材
を
搭
載
し
施
工
を
実
施
（
全
国
初
）

小
型
Ｂ
Ｈ
に
よ
る
ＩＮ

Ｓ
Ｅ
Ｍ
材
料
の
敷
均
し
状
況

全
国

初
！

Ｒ
１
．
６
．
１
７

日
刊
建
設
工
業
新
聞

1
2
面
（
抜
粋
）

計
測

機
器

を
設

置
し
、

ブ
レ
ー
ド
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ＩＣ
Ｔ
活
用
工
事
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

発
注
者
と
の
打
合
せ
時
の
活
用
状
況

掘
削
形
状
の
可
視
化
と
現
場
の
見
え
る
化

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
活

用
し
掘

削
断

面
を
可

視
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
断

面
形

状
の

変
更
を

視
覚

的
に
検

討
出

来
た
。

掘
削
形
状
を
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で

出
力
し
た
も
の

－8－



広
島
国
道
事
務
所

砂
質
土

軟
岩

Ⅰ

A
s

As

1
0
0
0

4
0
0
0

1:
1.
8

1:0
.5

1:
1.
0

1:
1.
0

F
H

2
.0
00
%

2.
0
00
％

1:0
.5

G
HCL

施
⼯
者
の
声

広
島

県
東

広
島

市
安

芸
バ
イ
パ
ス
八

本
松

IC
改

良
工

事
受
注
者
：
（
株
）
加
藤
組

○
起

工
測
量
に
U
A
V
と
L
S
に
よ
る
３
次
元
測
量
を
採
用
、
高
効
率
か
つ
安
全
な
計
測
を
実
現

○
IC
T
建
機
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
測
量
作
業
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
省
労
力
化
な
ら
び
に
安
全
性
が
向
上

〇
自

動
追
尾
T
S
に
よ
る
工
事
測
量
を
併
用
し
、
さ
ら
に
高
い
施
工
精
度
を
確
保

●
施

工
：
熟

練
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

IC
T
建

機
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
高

精
度

な
施

工
を
効

率
良

く
行

う
こ
と
が

で
き
た
。

●
安

全
：
測

量
作

業
が

必
要

最
小

限
と
な
る
た
め
、
重

機
周

辺
に
人

が
立

入
る
こ
と
が

減
り
、
接

触
の

危
険

が
減

少
し
、
安

全
性

が
大

幅
に

向
上

し
た
。

●
課

題
：
現

場
環

境
や

時
間

帯
に
よ
り

IC
T
機

械
の

精
度

（
衛

星
の

受
信

状
況

等
）
の

誤
差

を
伴

う
た
め
、

T
S
等

に
よ
る
再

確
認

は
必

要
。

●
留

意
点

：
3次

元
設

計
デ
ー
タ
の

作
成

に
際

し
て
、
線

形
毎

に
測

点
の

み
で
は

な
く
縦

横
断

変
化

点
毎

に
設

計
デ
ー
タ
が

必
要

。
（
当

現
場

は
ラ
ン
プ
の

施
工

で
あ
り
、

3路
線

の
線

形
が

あ
り
、
設

計
デ
ー
タ
の

作
成

に
時

間
を
要

し
た
。
）

3
次
元

M
C
バ
ッ
ク
ホ
ウ

に
よ
る
施
工

安
芸

B
P
オ
フ
ラ
ン
プ

土
工
量

約
1

9
,4

0
0m

3

Ｕ
Ａ
Ｖ
測
量

Ｌ
Ｓ
測
量

3
次
元
現
況
デ
ー
タ

3
次
元
設
計
デ
ー
タ

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
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設
計
者
の
声

広
島

県
東

広
島

市
安

芸
津

B
P
木

谷
ト
ン
ネ
ル
詳

細
設

計

○
Ｂ
ＩＭ

/
Ｃ
ＩＭ

と
Ｍ
Ｒ
（
複
合
現
実
）
技
術
を
組
合
せ
現
地
踏
査
で
活
用
、
完
成
イ
メ
ー
ジ
を
確
認
し
、
課
題
の
見
落
と
し
を
防
止

○
設

計
で
の
活
用
を
見
据
え
た
地
表
モ
デ
ル
を
作
成
し
設
計
品
質
と
検
討
作
業
を
効
率
化

○
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全
、
維
持
管
理
へ
の
活
用
を
見
据
え
地
層
モ
デ
ル
を
作
成

●
B

IM
/C

IM
は

設
計

に
お
い
て
も
品

質
向

上
、
作

業
効

率
化

に
活

用
す
る
段

階
。
本

業
務

で
は

作
成

途
中

か
ら

B
IM

/C
IM

を
現

地
踏

査
、

ト
ン
ネ
ル

支
保

構
造

、
補

助
工

法
選

定
等

に
積

極
的

に
活

用
し
ま
し
た
。

●
作

成
費

用
の

か
か

る
地

表
モ
デ
ル

は
、
設

計
で
の

活
用

方
法

を
事

前
に
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
費

用
対

効
果

に
優

れ
た
モ
デ
ル

を
構

築
・
活

用
し
、
低

土
被

り
の

影
響

検
証

や
周

辺
民

家
へ

の
騒

音
、
振

動
検

証
の

信
頼

性
向

上
と
作

業
の

効
率

化
を
両

立
し
ま
し
た
。

●
さ
ら
に
作

成
し
た

B
IM

/C
IM

が
次

工
程

の
施

工
、
維

持
管

理
段

階
へ

有
効

に
活

用
さ
れ

る
よ
う
、
特

に
地

中
構

造
物

で
重

要
と
な
る
地

質
構

造
の

モ
デ
ル

化
に
力

を
入

れ
作

成
し
ま
し
た
。■

設
計
が

よ
り
正

確
に

（
高
精

度
の
地

表
モ
デ

ル
を
作

成
）

航
空
機

を
用
い

た
３
次

元
航
空

レ
ー
ザ

測
量

に
よ
り

高
密
度

で
広
範

囲
に
地

表
デ
ー

タ
を

取
得
し

、
工
事

で
地
形

改
変
が

生
じ
る

範
囲

、
道
路

、
構
造

物
、
家

屋
等
を

航
空
写

真
測

量
、
現

地
測
量

で
補
完

し
３
次

元
設
計

に
最

適
な
地

表
モ
デ

ル
と
し

た
。

■
工
事
が

安
全
・

効
率
的

に
（
更
新

可
能
な

地
層
モ

デ
ル
を

作
成
）

調
査
ボ

ー
リ
ン

グ
、
地

質
平
面

図
・
断

面
図
を
基

に
地
下

の
地
層

構
造
を

３
次
元

で
モ
デ
ル

化
。

ト
ン
ネ

ル
掘
削

に
よ
り

得
ら
れ

る
掘
削

面
で
の
地

質
情
報

を
追
加

し
、
リ

ア
ル
タ

イ
ム
に
前

方
の
地

層
構
造

が
更
新

す
る
こ

と
で
、
施

工
時
の

安
全
性

の
向
上

や
、
工

法
選
定
の

効
率
化

が
図
ら

れ
る
。

■
完
成
イ

メ
ー
ジ

を
現
地

で
確
認

（
B
I
M/
C
IM
を
現
地

踏
査
に
活

用
）

作
成
し

た
Ｃ
Ｉ

Ｍ
モ
デ

ル
を
ス

マ
ー
ト

グ
ラ
ス

を
通

し
て
１
／

１
サ
イ

ズ
で
現

地
風
景

内
に
投

影
。

[Ｍ
Ｒ

：
M
i
xe
d

R
ea
l
ty
(複

合
現
実

)技
術
の
活

用
]

現
地
踏

査
の
効

率
化
、

課
題
の

見
落
と

し
防
止

の
他
、

踏
査
者
間

で
の
イ

メ
ー
ジ

共
有
、

意
見
交

換
の
活

性
化

を
は
か
っ

た
。
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・
3次

元
モ
デ
ル
に
よ
り
立
体
的
に
構
造
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
複
雑
な
構
造
や
施
工
ス
テ
ッ
プ
等
、
経
験
の
少

な
い
技
術
者
で
も
わ
か
り
易
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
現
状
に
お
い
て
は

C
IM

モ
デ
ル
を
簡
単
に
作
成
で
き
る
ソ
フ
ト
が
な
く
、
大
半
を
一
つ
ず
つ
モ
デ
ル
化
す
る
た
め
、
手
間
と
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
。
契
約
図
書
化
に
向
け
た

C
IM

モ
デ
ル
に
は
詳
細
度

40
0相

当
が
必
要
に
な
る
た
め
、
効
率
的
な
モ
デ
ル
作
成
機

能
を
持
つ
ソ
フ
ト
開
発
が
必
要
。

※
詳
細
度
：
作
り
込
み
レ
ベ
ル
の
こ
と
。
設
計
で
は

40
0、

概
略
検
討
で
は

20
0と

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

広
島
県
広
島
市

明
神
高
架
橋
（
そ
の
1
）
詳
細
設
計
業
務

受
注

者
（
株

）片
平

新
日

本
技

研

Ｌ
Ｓ
測
量

技
術
支
援
業
務
に
よ
る
技
術
支
援

下
部

工
施

工
ス

テ
ッ

プ
上

部
工

架
設

ス
テ

ッ
プ

剥
落

防
止

設
置

範
囲

検
討

自
動

数
量

算
出

Ｐ
8
0
橋

脚
(詳

細
度

4
0
0
)

寸
法

表
記

（
ア

ノ
テ

ー
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
）

側
面

側
面

航
路

航
路

航
路

干
渉

チ
ェ

ッ
ク

3
D
レ

ー
ザ

ス
キ

ャ
ナ

点
群

(既
設

橋
)

P
7
9

P
7
9

P
8
0

P
8
1

P
8
2

P
8
0

P
8
1

P
8
2

P
7
9

P
8
0

P
8
1

P
8
2

既
設

橋

既
設

橋

既
設

橋

護
岸

道
路

俯
角

7
5
°

船
舶

荷
揚

げ
場

航
路

廻
り

P
7
9

受
注
者
の
声

●
業

務
区
分
：
橋
梁
詳
細
設
計
業
務

（
橋
長

19
6ｍ

幅
員

20
.1

50
ｍ
～

34
.0

60
ｍ

鋼
3径

間
連
続
細
幅
箱
桁
橋

）
●

C
IM

活
用
項
目
：属

性
付
与
、
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
、
数
量
算
出
、
維
持
管
理
の
し
易
さ
の
検
証
、

C
IM

モ
デ
ル
に
よ
る
施
工
ス
テ
ッ
プ
「

●
発

注
方
式
：
受
注
者
希
望
型
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